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　　　　　　　　　　　　　　　　　　「Avignoxx國際學會」報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畠　　　中　　　敏　　　郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　　　　　　　　　　　　LE　CONGRES　INTERNATIONAL　D’AVIGNON
t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　par　HATAKENAKA－Toshio
　　　Expos6　du　Ie「Congrもs　lnternational　de　Langue　et　Litt6rature　du　Midi　de　la
F・ance，　qui　a・u正i・⊇A・ign・n　en　F・ance　d・7auヱ1・ep亡・mb・e　1955，・t　auq・・l　j’・i
particip〔≦．
　　　AVANT－PROPOS．　Des　affaires　familiales　m’ont　emp合ch6　de　faire　un　rapport
sur　ce　Congrもs，良Toki◎，　au　mois　de　juilユ，　au　cours　de　la　s6ance　du　printemps　de　la
Soci6t6　de　Langue　Frangaise　du　Japon．」’ai　pu　remplir　mon　devoir　s　mois　plus　tard
dans　la　s6ance　p16niさre　d，automne　de　la　m合me　soci6t6，0uverte　a　Tenri，　Japon，　le　16
novembre　1956．」’ai　fait玉e　pr6sent　compte　rendu頭雄basant　sur　cette　conf6r頭ce．
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　I　JてJSQU’A　L’OUVERTURE．　Depuis　l’arriv6e　au　Japon　du　pgemier　circulaire
du　Congrbs　jusqu’良ce且e　des　deux　Japonais　a　Avignon．　Explications　et　commentaires
des　circulaires．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　II　PReGRAMME　I）U　CeNGRES．　Description　des　choses　faites　au　cours　des
cmq　jours・
　　　III　COMMUMCATIONS　ET　DISCUSSIONS．　Observati◎ns　de　la　marche　des
s6ances　de　travail．　Pr6sentation　sommaire　de　quelques　communications．
　　　CONCLUSION．　Aucune　d6cision　n’a　6t6　falte，　aucun　manifeste　n’a　6t6　publi6．
Je　n，ai　senti　aucune　atmosphere　politique　dans　le　Congrさs，　sauf　la　distribution　de
pamphlets　par　M．　Louis　Estもve，　originai：re　de　Catalogne　et　habitant　d’Avignon，　pour
protester　contre　P　opPression　par　le　Gouvemement　espagnol　du　mouvement　litt6raire
et　social　au　moyen　de　la　langue　catalane．’
　　　C，est　pour　la　premiさre　fois　que　se　sont　assemb16s　les　sp6cialistes　de　Iangue　et
litt6rature　du　Midi　de　la　France　et　rien　que　cela，　le　Congrふaeu　une「pleine　raison
d，6tre．　Prosper　M6rim6e　d6crit　qu，i正acruさtre　en　Espagne　quand　il　est　arriv6
pour　la　premiさre　foisえAvignon　en　1834．　Mais　la　Provence　et！e　Comtat　d’au－
jourd’hui　sont　tout　b　fait　impr6gn（≦s　de　franCais　et　de　Htt6rature　frangaise・　Leurs
habitants　en　96n6ral　ont　eu　un　grand　orgue三l　et　une　assez　grande　surprise　sur　le
fait　que　tant　de　savants　sont　venus，　non　seuiement　de　toutes　les　r6gions　de　Ia　France
mais　de　tout　le　monde，　《≦tudier　la　langue　de　leurs　ancさtres　et　ses　prodults．　Et　ils
ont　reconnu　une　fois　de　plus　que　ceux－ci　ont　une　telle　valeur　meme　maintenant．
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Ce　fait　ne　contribuera－－t－il　pas　au　d6vel◎PPement　futur　des　mouvements　de　langue
et　litt6rature　proveng．ales　et川a　compr6hension　locale　de　ces　m・uvements？
　　　Comme　je　dirai　plus　bas（dans　le　rapPort　en　japonais），　on　avait　exclu　des　travaux
正es　communications　sur　la　graphie　de　la　langue　moderne　et　Pinstruction・Cette
pr6caution　avait　6t6　bien　prise　pour　faire　marcher　les　s（≦ances　paisiblement　et
amicalement　et　pour　traiter　d’autres　questions　sans　emp6chement．　Mais　il　me　semble
que　le　r6sultat　en　a　donn6　un　peu　d，　inst1伍sance　au　Congrさs．
　　　L’autre　m6contentement　pour　moi　6tait　de　ne　pas　avoir　trollv6　de　communication
concernant　ia　litt6rature　contemporaine飽langue　d’oc，　bien　que　la　faute　n’en　ftit
poknt　aux　organisateurs・
　　　La　prochaine　s6ance　est　pr6vue　en　automne　1958．　Il　est　dさsireux　que　des　sp6－
cialistes　blen　qualifi6sδe　notre　pays　y　participent　et　qtt，ils　y　fass飽t　des　communi－
catio刀S　6minentes。
　　　Je　termine　ce　bref　sommaire　en　remerciant　sp6cialement　Mme　Boutihre　ainsi　que
M．Boutiさre　de　la　Sorbonne　et　aussi　M．　Rostaing　de　la　Facult6　des　Lettres　d’Aix，
qui　ont（≦t6　trさs　sympathiques　depuis　avant　le　Congres　et　dont　je　garde　un　souvenir
inoub11able．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　le　le「d6cembre　1956
　　　　　　　　　　　　　’　　　前　　　　置　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　開　禽　ま　で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　學　曾　次　第
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三　　研究霞表と討論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　とが　き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前　　　　置
　　昭和三十年九月七日から同月十一日まで南FranceのAvignon市で，　Premier　Congrさs
lnternational　de　Langue　et　Litt6rature　du　Midi　de　la　France　　南部Franceの言語と
文藝とに闘する第一回國際畢禽　　が催された．ちやうど文部省在外研究員として渡彿するとと
となつた私は，これに間に合ふやうにわが國を出て，八月末ParisのOrly室港に1 着き，一週間
後にはAvignonに赴v・て出席した．
　　この星曾についての報告講演を，三十一年六月に早稻田大璽で開かれたR本France語塵曾絶
禽の席上で行ふことを望まれてゐたが，私の身邊の事情のため間際になつて出席を取りけした．
やうやく，との秋十一月十六日，天理大率を禽場とした同じ墜宿の臨時総香でそれを果すととを
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得た．以下は，その報告講演をもととしたものである．
　　　　　　昭和三三十一年一卜二月
　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　開奮　ま　で　　　　　　　　　　’
　との墨禽についての最初の案内は昭和三十年一月二十九日づけで出たが，私の受けとつたのは
三月に入つてからのこと．それに依ると，主催者はFrance各大学の南｛弗語・文藝籔當の教授た
ちで，後援は文部大臣とAvignon市とになつてゐる．　Provence語をもつて文藁その他の蓮動
を行ふ郷土主義図麗F61ibrigeカミ結成せられたのが千八百五十四年のことであるので，南France
各地では・前年すなはち昭＊P　：十九年（千九百五十四年）以來その百年記念の行事をいろいろ蜜
施してゐたのであるが，その一つとしてこの皐倉も生まれることになつたわけ．この百年記念行
事についてのAvignon側の委員長は，元首相であり，今も代議士で同市長であるEdouard　Da－
ladierであつたので，彼はこの墨愈にも絡始霊力した．
　學會そのもののpr6sidents　honorairesとしては，　Cl◎vis　Brunel，　Albert　Dauzat（阜禽後
逝去），Ernest　Hoepffnerの三碩皐を戴き，　pr6sident　effectifには，　FranceにおV・てのro－－
mance語學の最長老であTJ，membre　de　1，lnstitut，　・directeur　de　Romaniaであり，高齢な
がら非常な元気で現役としての活動をしてゐるMario　Roquesを据ゑ，その下にMontpellier
大皐文學部長の」．Bourciez，　Paris大攣教授でdirecteur　de　1’lnstitut　d’Etudes　proven．
galesのJ．　Bout元ere，同じくParis大學教授でdirecteur　de　1’lnstitut　de　Phon6tiqueであ
るP．Fouch6が補佐として顔をつらね，委員としては南France各地の大學や高等學校などの
教職にある人々がならんでゐる．事務の元締には，Aix－Marseille大皐の教授Ch．　Rostaingが
あたつた．
　communication（研究嚢表）の時間は十五分を越えないこと，各護表につづいて討論が行はれ
ること，その褒表の正確な題Nを三月二＋五EIまでに必ず事：務局へ知らせることが注意してあり，
また，南France近代語の綴りの仕方に闘するもの，同じ事柄の敦育に闘するものは稜表の内容
として受けつけなレ・と明記してある．綴りの方は以前からの論争の種になつてゐたものであり，
今一つは賓際敦育を謬術の倉議に持ちこむと厄介なことになると老へて，ともに紛議を避けるた
めに敬遠したものと．見える．
　禽費は，はじめの四日聞の一切の費用（遠足，見墜，一・回の宿食費等を含む）で三千フラン，
あとは参加自由であるが，閉禽後の大宴禽費（後に千五百フランときまつた），最後の日のArles，
Camargue地方への遠足代（千八百フランとなつた）は別勘定．なほ，家族同伴者は，家族一人
につき予五百フラン．これらの費用は原則として前擁ひであるが，外國から迭金の手績のめんだ
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うな場合は，禽場到着後に梛つてよい．
　第二回の案内書（四月二十五日づけ）には，既に参加を申しこんだ人の名が國別にしるされ，
褒表を希望した人の演題が出てゐる．附けくはへて，この學會の詳細な報告書は，秋の末ごろに
は印刷に附せられる豫定とある．しかし，私が翌年ミ月のはじめに，當時の事務局長であつた
Rostaing教授の宅で見たときには，原稿はまだ書齋に積んであり，未着のものもあるといふと
とであつたし，現在まで出版になつたとV・ふことを聞かないので，よほど豫定より遅れてゐるも
のと思はれる．
　第三の案内書は七月一臼の日附であつたが，南佛語の綴りについての研究及びそれについての
討論は受けつけなかつたこと，provengalとかocc三tanとかの呼名を用ひす（，他の適當な名を
南佛語について使用すべきこと，後に出版せられるはずの報告書には，iangue　d’Ocとかd’Oc
とかV・ふ，あたりさはりのないいぴ方を記載することが附記せられてゐる．
　學愈事務局の証明があれぱ，出席のためのFrance國内鐵道蓮賃は往復で二割引になるのだが，
さうしなくても，普通の遊覧切符で，國内往復千五百キロメートル以上で二割引，二予if　Pメー
トル以上なら三割引となるし，近隣諸外國からでもこの切符は買へるから，遠距離からの参加蒋
は，多くこの方法を探ることとなる．
　宿泊のことについては，最初の案内にも簡阜に注意がしてあつたが，ことにまた，阜宿は一切
宿の憧話をせす，参加者各自で豫約をすべきことと明記し，Avignon及び周邊各地のホテル案
内が添へてあつた．自家用草などを利用する向が少くないこと故，かなりの遠方に宿をとつても，
さしたる不便はなV・わけである．
　さて，ここでAvignonとV・ふ土地につV、て一言しておくのも無駄ではなV・と恩はれる．市は
現在人口六萬あまりで，N毎es（八萬あまり）につV・で，この附近では第二の都脅．　France第L
の商港であり，Parisにつぐ大都禽である地中海岸のMarseilleまでP，－L－M．線（わが東
海道線といふところ）で特別念行一時間十三分の所に位し，現在はd6partement　de　Vaucluse
の縣廉所在地である．昔はいはゆるComtat　venalssinの首都として，一時にせよRomaと張
りあつたcatholicismeの中心地．　Rh6ne河に臨んで，その昔の教皇の宮殿や，　Sur　le　pont
d’Avignon＿の歌に名高V・Saint－B6n6zet橋を持ち，喜市街をとりまく城壁や城門を近代の
再建ながら完蚕に残してゐる．かうした中世の飴光に加へて，南Franceでのぼぼ中心にあたつ
てゐるし，宿泊設備も相営整つてゐるので，大學などはない町ではあるが一否，特定の大皐が
なv・だけに，南Franceの各大隈の人が集まつて協力するには，却つて好都合であつたかも知れ
ない一Fra1ユceでも初のこの學禽の隠催地としては，まさに営を得たものといへよう．それに
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　　何よりも，F61ibrige蓮動の護足の地であり，その獲展の中心となつた場所とV、ふのが，このA．
　　vignon－Arles－－Saint－－R6rr｝y地方であつたのだから，この墨禽に最も因縁が深いわけである．
　　　われわれ，とV・ふのは，既に二年間ParisにFrance政府給費生として留墜してをられる京
　　都大學助手の大橋保夫氏と私とのことであるが，われわれは九月六B午後にAvignonに到着，
　　かねて大橋氏が手配してくれてあつたホテルに荷物を置v・てから，愈場へ行つた．騨前にはcon－
　　gressistes（學禽出席者）淑迎のbanderoleが掛かつてをり，そこから教皇の宮殴に至るRue
　　de　la　R6publiqueを進めぱ，市役所や縣聴にも黄と赤との奮Provenceの紋章を染めぬいた
　　旗がたくさん出てゐる．Place　de　PHorlogeといふ廣場の入口には，一方に「彼等は生き，われ
　　らの言葉を守つて來た」といふ有名なMistralの詩句，他方に参加國の名を列記した板が一つづ
　　つ立つてゐる．二十二個國であるが，中にJaponも一一一役をになふ．
　　　曾場であるPalais　du　Roureの中庭に受附があつて，そとで倉費を操ひ，　programmeや禽
　　員名簿を受けとる．参加章は，まるV・厚紙に紐をつけたもので，荷札の如く，中にAv1gnonの市
tte 　紋である三つの鍵が茶色地に白く浮きでてゐる．
　　　名簿によると，男女総員百八十人．地元のFranceは最も多くて六十六人，つV・ではイギウス
　　の二十三入，ドイツの十八人といふ順で，E本は三人．土地の新聞が報じた二百三十六名とレ・ふ
　　のは同件家族を含んだものと知られる．s　一一rrッパでは大部分の國から参加者があり，南北アメ
　　リカからもある程度の出席者があつたが，アジアでは臼本だけで，アフリカと大洋洲とからは一
　　名も來てゐない．日本人は三名となつてゐたが，その申の一人はこの學合の直前に蹄國したので，
　　結局二人となつたわけである．他にも名簿にあつて訣席した者，名簿になくてあとから加はつた
　　者があつたから，大雅の人藪は褒らなかつたらしV、．われわれ，ただ二人の黄色い禽員はか）ls　）1
　　に一同の注目の的となり，閉會後の宴倉ではDaladierが特に私に握手を求めて來て，ていねい
　　な言葉を述べたり，南Franceの新聞にわれわれの潟眞が大きく出たりした．これにつけても，
　　私も淺皐なりにcommunicationをしたV・とはかねて老へてゐたのだが，渡佛が果して出來る
　　か，出來てもこの墨愈に間に合ふかどうか見通しのつきにくかつた事情もあつて，褒表の申しこ
　　みが前もつて出來なかつたのは，最も残念なことであつた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　二　　畢箇　次第
　　　九月七日，九時にPalajs　des　Papes（教皇の宮殿）の「福機卿曾議の間」で開愈式　相當な
　　講堂といつてよレ・大廣間．正面の壇上には，委員長のMario　Roquesを中にVaucluse縣の知
　　享BoissierとAvign◎n市長のDaladierとがならび，・そのうしろにFouch6，　Bourciez，
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Boutiere，　Rostaingの諸氏．
　R◎quesの紹介の言葉につV・で，　Da正adierの挨拶．更にRoquesは長廣舌をふるつて，「諸
君の仕享は顯微鏡的にこまかV・ことを究明するのにある．これは勿論意義のあることではあるが，
手段であつて，目的ではなレ・．目的とするととろは，甫Franceの事物についての研究を，他の
地方のそれと結びつけて，France全麗の中で，また諸外國との闘係において，南Franceの事物
にその本來あるべき地位を與へるととにある．」と結んだ．
　それからの研究衰表は，二組に分れて，一組はその場で，他の組はPalais　du　Roureで始まっ
た．ただし，二日目からは，全部がPalais　du　Roureの二つの室で行はれる．
　研究褒表の模様は後述する．
　正午に，市役所の大廣間で，市長招待のvin　d’honneur．一杯の葡萄酒で乾杯，挨拶としばし
の敷談である．
　午後には，Mistral，　RoumanilleとならんでF61ibrigeの初期の三羽烏の一人であるAubanel
の胸像の前に集まつて，花を手向ける．父祖の業をついで印刷出版をやつてゐるAubane1家の
當主（詩入の孫）やその一門が出席．そのあと，観光バスを列ねて，Palais　des　Papes（教皇の　・
宮殿）と，封岸の小邑Vi互1eneuve－1さs－Avignonとへわかれて見阜に出かける．
　France各地で，夏期には名勝奮蹟を舞塁として行はれてゐるSon　et　1umibreといふ催しが，
ここでもPalais　des　Papesで行はれるのを，一同夕食後に見物．その後，うしろの庭園でPro－
venceの踊りと音樂とを見聞する．
　九月八日　Provenceが誇る大詩人Mistralの生誕百二十五年の記念H．
　九時，一同バスで南行して，Mistralが生まれて生涯をすごしたMai1laneに到る．村の教禽
で，Provence語によるミサ．それから，この地方の名物である長太鼓と短笛との樂朦，傳統の
装〔Aをした女たちを先に立てた長V・行列を作つて，Mistralの墓地へ　そこで，　Mistralの甥の
子にあたる，同じ名のFr6d6ric　MistralがProvence語で挨拶．彼は，・現在のF61ibrigeの
capouli6（頭領）である．
　っV・で，Mistral記念館を見る．詩人が千九百十四年にその長い生涯を絡へた，最後の住居で
ある．生前からの所藏品に死後に加はつた寄贈書その他を多く持つてゐて，詩人の簡素な寝室な
ども見られる．生前から残つてゐる庭前の大榎に，この地方とF61ibrigeとにゆかり深い蝉の
聲のしないのだけが遺憾であつた．（蝿の聲は後にほかで聞いたが，日本のの方が味がある．）
　更に南下してSaint－R6myに到り，町役場でvin　d’honneur．町長Char1es　Mauronは盲
人でdocteur　es　lettres．　Provenceの言葉とその簿統とをたたへる熱辮を，　Provence語に
乗せて・われわれ一同を感動させた彼1まpr・vengalisteとして，鐵中の錘々である．
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　小躍校で一同書食．
　東南へ走つて・Les　Bauxに到る・この地方の小山脈Alpillesから一つ離れて立つ山で，中
世に榮えた城郭の跡が残つてゐる．鑛物のbauxiteは，との名に因んでつけられたものである．
　Glanumの古ギウシア・ローマの遺跡の稜掘の歎況を見てSaint－R6myへ麟り，野外の舞憂
での踊りと歌・傍らの小さV、Mus6eでのProvence文献の陳列部費．　Parisあたりでは買へ
ないものが多V・ので，もとより連からぬ財布を更に輕くする．
　夜九時から，同じ舞喜でNiceの劇図によるla　Pignata　d’or（金の壼）といふ芝居．座頭の
Francis　Gagといふのは，　Monte－Carlo放途の人気者でもあるらしい．南佛語中のNlce方
言を用ぴる劇團であるが，との香はある程度このRhδne谷地方の言葉になほして上演したらし
V・．とにかく，すこぶる興味あるもので，夜孚をはるかに過ぎるまで樂しく見て，Av三gnonの宿
へ蹄つたら，二時であった．少々疲れた．
　九月九H　昨日あれだけ遅くなつたのに今朝はprogramme通り九時に研究稜表を始めた．
尤も，一同の中には，自家用車や定期バスで早目に昨夜引きあげた人もあつたやうだが．
　今日は一臼中研究獲表．むろん，十二時から二時までは休憩で，二時から六時まで再開
　夕方，Aubane1家でv2n　d，honneur．同家の牧藏晶の展槻．
　夕食後，Palais　des？apesの樋機卿禽議の間で「Provenceの夕」．歌や朗讃，物語やluth
の演奏と，盛澤山．夜宇まで絞いたやうだが，適當に引きあげる・
　九月十N　絡日學禽．五時をすぎてから，Pa！ais　des　PapesのV・つもの廣間で閉禽式．各司
禽者（Roques，　Bourciez，　Fouch6の三人．　Boutibreは健康のすぐれぬために司愈をしなかつ
た）から，自らの司つたcommunicationsにつV、ての批許があり，例によってRoquesが最も
長く話した．
　一度宿へ聾つてから，またPalais　des　Papesへ行き，　Salle　des　Grandes　Audiences（大講
見の聞）でのbanquetに臨む．電燈を用ぴず，田∫中からかり集めた燭墓に大蝦燭をとぼし，中
世流の装ひをした給仕人，中世の音樂を配して，甚だ芝居がかつたもの．その昔の教皇の宴か，
大領主のうたげに列する思ひ．menuまですつかりProvence語で書いてあつて，翌日の地方
新聞にそれが載つてゐた。
　九月十一日　Arles－Camargue行．概光バスで，　Tarasconを経てArlesに至り，遺蹟見顕
の後，Museon　Arlatenに到る．　Mistra1が，その得たNobe1文藝賞金をつぎこんで，　Provence
土俗博物館としたもの．　とこでv1n　d’honneur．館内を見物．　SsびただしV・牧藏品は，再遊し
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なくてはゆつくりとは見物出來なV・．中庭ではProvence踊りのもてなし．
　午後はArlesから約一時間をぴた走りにRhδne河口の三角洲Camargueの西の突端に到
る．映議Cア吻blanc（自V・馬）でおなじみの土地．この附近で，荒野に走らせた仔牛を捕へて，
とれに燈印を押すferradeの次第をみる．つV・で，海岸にただ一つ離れて存在する町Saint¢s－
Maries－de4a－M鉱Provence人が聖地とし，またジプシーが集まるのでも有名な寺がある．こ
このarさneで，　Provence流の闘牛（イスパ：ア流の血なまぐさいのとは異る．）興行を見て，夜
に入つてAvignonへ蹄る．これで皐會の行事は全く絡つたのである．
　　　　　　　　　　　　　　　　三　　研究登表と討論
　この學愈には，Franceからはもとより，ヨーロッパ，アメリカから，南部Franceの言語文藝
の大家たちがかなり多く來り會した．Franceでは，蓮螢司會にあたつた既記の入々は別として，
Paris大皐のFrapPier，　L6vi－－Provenξa1，　Collさge　de　FranceのLecoy等・ドイツでは，
Zeitschrift垣r　romanische　Philologieの主宰者であるM6nchen大學のRohlfs，イタリア
からはRorna大皐のMonteverdi，イギリスからはEdinburgh大學の∫◎hn　Orr，スイスか
らはBasel大墨のVon　Wartburg，アメリカからもOhio州立大學のSchutzの諸氏であ）1，
後に蓮べるやうにドイツのSchurrの褒表も意義のあるものであつた．地元の南Franceの一流
人士の参加はむろん特に多く，かういつた顔ぶれから見ても一流の国際皐禽であつたといへる。
ソ蓮にはどれだけこの方面の研究が行はれてゐるのか，一人の出席者もなかつたので鋼明しない
が・所謂共産圏からも・自ら稜表をしたポーランド出身のMme　Boutiさreのほかに，ポーラン
ドから四人，ユーゴースラヴィアから一人の皐者が出席した．France語翠の1）auzat｛儒健康の
許さぬため歓席し，また，名簿にはGustave　Cohenの名も見えるが，恐らく來なかつたのであ
らうと，思ふ．
　禽の進め方は，研究稜表者のすぐ横に司會者が座を占め，とれに一人乃至二人の補助司禽者が
ついて行はれた．補助者は，まれに司禽者が席をはつす場合はその代行をし，穫表のあとの討論
にも加はる．私もRoquesから，ある午前申その席に着くやうにいはれたが，その朝は二つの禽
場に傾聴すべき嚢表があつたので，出たりはいつたりしなければならないので，辮を厚くしてこ
れを寄した．勿論その任でもない．
　司倉は，他の二人，すなはちFouch6とBourciezとは，比較的おだやかに進行させてゐたが，
Roquesだけは傍若無人で，時には護表中にさへ口を入れるととSあり，むろん護表後の討論で
は自分が先に立って批評したり，質問したり，時には非難したりした．あれだけの長老であるか
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らそれもゆるされたのではあらうが，時には少々出過ぎてゐるとも思はれた．しかし，一方では，
討論に活気が加はったことも事賓である．そのために豫定の時間が延び，しかも絡りの時刻は嚴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ttt
守するので，吹の日に廻らねばならぬ褒表者も出來，最絡日まで待つても，地元南Franceの一
二の人は，つひに褒表が行へないで絡りとなつた．遠來の人の嚢表はさすがに鯛るわけにも行か
ないので，地元の翠者が遠慮したらしい．
　討論の用語はむろんFrance語であつたが，そのまとめ役をした各司曾者はじめFrance人
はもとより，外國の人々も，たとひ衰音は下手でも，いふことに文法的な誤りは少々あつても，と
もかくよく褒表者の言につV・て行き，これに封して疑問を出し，議論をするのには感心した．護
音のことでは，France人の中にもその出身地のなまりを出じて，標準France語とはかなり縁
の遠い人もある一面，外國人で箕にうまv・France語を使ふ人も少くなかった．
　護表に用ひた言語は，絶封多藪がFrance語，カクルー…・＝ヤ語（Catalan）のものが一つ，　Pro－
vence語のものが二つでそのうち一つはoccitan派のもの，今一つはni£art（11igois）のもの
であつたやうだ．しかし，Provence語のものは，二つとも取消になつて，聞くととを得なかつ
た．カタルー一＝＝ヤ語のは，Cambridge大皐の講師であるカタルーニャ出身の人が褒表したもので
ある．
　前にも述べたやうに，褒表は一時に二個所で行はれたので，一方に出席してをれぱ，他は聞き
のがすこととなる．そこで，一臆，programmeに出てゐる，そのHその日の各室の部禽名をつ，
ぎにしるすこととする．ただし，前記のやうに，時間の都合や褒表者の事情で，他の臼に廻るこ
とになつたものもあるので，實際は必ずしもとの通りではなレ・．匝分の後の救字は，その中での
稜表の藪である・
　　Litt6rature　ancienne・・・・・・…　五
　　Toponymie………五
　　Les　Tr◎ubadours……・‥七
　　La　langue　de　Mistra1－Phon6tique　moderne……八
　　L’ancienne　langue　d’oc－L’ancienne　po6sie　d　’　oc　一　Musique　m6di6vale－…・・八
　　L輌tt6rature　m◎derne，　du　XVIe　au　XIXe　s沁cle・…・・…七
　　Mistral………七
　　Dialectologie　moderne………七
　　Litt6rature　modeme－Les　atlas　lingu▲stlques　・・…・…五
　　Les　6tudes　de　langue　d，oc　a　1’6tranger…・。・…五
　　　　計　　　　　　　　六十四
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　吹に，F61ibrigeにつV・てレ・へば，　Mistralはさすがに座倒的に多くて，これを題目または主
な内容としたものは十，Roumanilleは一，その他の人々につV・てのものが若干あつたが，　Auba－
nelは全くなく，またF61ibrigeの初期七人のうち他の四人についてのものも皆無であつた．
　以下に，褒表のうちで，私が簡阜なメモをとつておいた1！，の，自らは聞くことを得なかつたが
他のそれを聞V・た人から後に惇へてもらつたもののうち，目ぼしいものをごとに紹介する．不完
全，不十分な聞書にすぎないし，また，これ以外にすぐれた褒表がなかつたわけでは決してない．
　　Roh｝fs：Un　type　inexpl◎r6　dans　la　top皿ymie　du　Midi　de　la　France
　南Franceは勿論，　France各地から東は小アジアに至るまでに多く存するさsで絡る地名一
CavaiHes，　Vaccarさsなど一がこれまで究明せられてV・ないことを詮き，これが，ラテン語
の語尾烈susまたはCsusにさかのぼるとと，さうして，　Aquitaniaでは6ssu，　Gauleではるssu
となつて，さsに至つたと説明．Alさsもこの類に入るとレ、つたが，あとで質問が出て，これは別の語
源に依るものであらうとV・はれ，Rohlfsは簡箪にそれを認めた．なぼ，　Albsは後にAlais，こ二
十世紀に入つてまたA1ぷと古名に復したものだが，これはラテンのAlestumから出るものの
やうである．其の他の顯では司禽者のFouch6もRohlfsの説をよしとした．
　　Salvat：Contribution　historique川a　langue　de　Mistral
　Salvat師は，　Provence語の中でも，　Toulouseを中心とするoccitan涙の領袖である．
Mistra1はごく若レ・時代にイスパ＝ア語を學んだ．彼の師であり，後の’協力者であるRouma磁玉e
は，この語の勉強がレ・かに弟子のProvence語をよくするのに役に立つたかに驚V・たといふこと．
　　Stefanini：La　p・siti・n　du　pr◎veづal　par　rapP◎rt　aux　autyes　langues　r・manes
　　　　　　d’aprさs　1a　grammaire　provengale　in6dite　de㌘abbe　F6raud
　古Provence語は近代イタリア語，イスパ・・ア語の母ともいへること，あたかもPてovenceに
住んでその感化を受けたPetrarcaが近代Kタリア文星の父であるやうなものといふ説．この嚢
表は，本人が支障で出席出來なかつたので，Aix－Marseille大墨の名懸敦授であるBrunが代護
した．弟子のものをその師が代行したのに興味がある．StefaninlはAix－Marseille大皐の助
手．　　　　　　　　　　　　　　　ttt
　　L6vi－Provengal：Les　khardlas　romanes　dans　les　muwashshas　hispano－arabes
　この護表は聞くととが出來なかつたので詳細は不明であるが，古Prov位ce文隊の楡出とレ、つ
たものであつたらうか・ともかくL6vi－Provengalは本年死去した・dスラム文化研究のFrance
における第一人者で，彙ねてphllologie　rOmaneの造詣の深い人．アラビア文化がイスパ＝ア
を遜つて南Franceへ入り，その地の叙事詩の一要素となつたといふ詮は，かつての蚕定にもか
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かはらず今日支配的になりつつあるので，との鮎の究明にはかういふ傾向の人に期待することが
｛多いわけである．
　　Boutiさre：La　genらse　du　Tv6soT，　de　F．　Mistral
　千八百七十九年から刊行せられ，Nobel賞をも受ける一因をなしたMistxaiの浩潮なPro－
vence語・France語辮典Lou　Tγ¢SOグd6ee　1弛励γZge（he　Tresor・dw　Felibrigのにつ＼・
て・Mistra1は千八百五十三年以來，あるひはそれ以前から辮書の編纂のことを考へ，最初は，
それまでにあつた1｛onnoratの辮典のあとに白紙をつけて，新語を加へ，薮onnoratでは不明の
意味を解明して，しるした．千八百五十四年のF61ibrige結成以來の丈藝蓮勤の結果，その程度
では不浦足となり，原稿は次第に大をなした．TTesOγの草稿は三種．最初のは三冊で簡箪，第
二回のは」までしかなV・が大分詳しくなり，第三回のが決定的で，公刊まで持ちこんだもの．説
くところ，講壇的であるが，明快であつた．
　　Coiotte：Mistral，　classique◎u　romantJique　？
　Mistralには，この題にある遁りの両要素がまじつてゐるが，結局un　grand　romantique
（de　mage）である．説明の引きたたなかつたのが惜しい．褒表者はAix－MarseElle大墨講師．
　　Mauron：Le　vocabulaire　affecti£deハ必磁o
　まとして，Mistralの第一の長筒1殼事詩1協泥ZO（Mtweille）について，彼のaffectionをあら
はす語にはimpr壱cision，　ambiguit6のないことをまつ説く．　M舵60は，　amour，　douleur7
peurの三つをあらはす語で成つてゐるといつてよV・．大韻Mistra1の用語を他のromantiques
frangaisと比べると，　Mistralにおいては八十五パー一セントが人に踊するものであり，　Hugo＞
Lamartine等においては五一i－，五十くらゐの割合である．
　Mauronは，かのSaint－R6myの盲人町長で，この日も介添役に手を引かれて出席した．彼
はMallarm6の研究でも知られた人物である．
　　Michaelsson：Mistral　et　le　prix　N◎bel
　M2straiがNobel賞の選にかかる前に，そのMZ磁oの部分謬がスウェーデンで出版せられ
たが，この爾諜ははなはだ拙いものであつた．彼がFrance人として二人目のNobe1文藝賞を
受けるにあたつて，イスパ＝アのEchegarayとそれを折牛しなけれぱならなかつたのは，これ
が災ひしたとv・へる．獲表者はスウUt　一一デンのGδteborg大皐教授．
　　Schurr：Le　probleme　de　la　diphtongaison　dans　les　parlers　provengaux　modernes
　閉禽式の時のFouch6の評では，とれ一つでもこの墨倉の牧穫といへるといふほど意義深い
ものであつたとV・ふ．langue　d’ocについてだけでなく，蚕langues　romanesに關して二茎
母菅化の現象を説V・たもののやうである．同じ時に他方の室に出席してゐたので聞きもらしたが，
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SchurrはドイツのKonstanzに【懸棲する人．
　　Nauton：Atlas　linguistique　et　ethnographique　du　Massif　Ce就ral
　LyonのC．　N．　R．　S．（Centre　National　de　Recherches　Scientifiques）の調査嘱託．
　Franceの中央高地帯の言語土俗分布につV、て，たとへばLes　6tojles　iuisent．とV、ふ標準語
のいひ方をそれぞれの小さい地方でどういつてゐるか，また，「月の中に何が見えるか」といふに
封して，St　Girard　portant　un　fagot　de　buissonsとか，　le　diable　q垣met　un　fagot　au
feuだとかいふやうな，それぞれの土地での僅統的ないひ方を調べたもの．
　　Sξ≦guy：Les　prochains　atlas　m（≦ridionaux
　昔のGilli6ron－Dauzatの「France言語地圓」に代る新しh　Atlas　Iinguistiqueは，駿前
から作製が始まつてゐるが，S6guyが教授を勤めてゐるTou正ouse大學はその中の西南方面を
檀當してゐる．　これを編むにあたつての，questionnaireの作り方，語の選撰などにつV・ての方
法論．ところで，稜表後にRoquesが言語地図のこの部分の進捗のおそv・ことを難じ，　S6guy
がそれに封して辮明すると，また叱責せられるとレ・ふ光景があつた．
　　Von　Wartburg
　これは研究褒表ではなく，討論のときに出した意見である．一つの阜語でもよいが，ある言語
現象を探りあげてそれによつて麗域を分けると，なるぼど文化史上のある現象の普及の限界が示
されたやうに見える．しかし，他の一言語現象を採つて同じことを行ふと，それによつて設けら
れる麗分は，前のものと全く異つたものになることがよくある．前のものを採つて，後のものを
捨てるわけには行かない．かうして他の同類の言語現象についての比較を重ねて行くと，ますま
す固表式分類の困難が判然として來る．とれは，かつて自分がFrance全艦の言語現象について，
ある賓験をしたとき痛感したことであつて，先入槻念なしにゃれぱこのやうにむつかしいものか
と驚V・て，それを放棄せざるを得なかつた．從つてsch6matiserするには，十分の憤重と競密と
の態度をもつてあたらねばなるまV・．このやうな欝告を，宴に立派なFrance語に載せて話して，
浦場の拍手を浴び，共感を呼んだのである．
　　Orr：La“scripta”provengale　et　ses　origines
　　Monteverdl：Sur　1’authenticit6　des　pieces　attribu6es　a　Guillaume　d，Aquitaine
　との二人の大家は，ここにその題を見るとぼり，中世文塾・語皐について登表したのだが，ち
やうど今一方の室で近代のそれの褒表が行はれてゐて，その方へ私どもは行つてゐたので，聞く
機禽を得なかつた．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　　と　　が　　き
　以上に遠べて來たやうに，この墜禽は研究褒表とそれにつV・ての討論と司禽者の批評，それか
ら遠足と見學とを主な内容として行はれた．更に，家族嗣のtwesも少くなかつfeので，ε損相
互以外に，家族を引つくるめての交歓も行はれたのではあらうけれども，それはわれわれのあま
り知らないところである．時期を九月の前宇に選んだのも，Franceはじめ欧米各國の暑中休暇
中であつてしかもProvenceの暑熱も峠を越した季節であり，旅行遊鷺の好期であることを考
へたのに蓮ひなレ、．
　政治的な雰固氣は全く見られなかつたし，何かの問題につV・ての決議や聲明を行ふとV・つたこ
ともなかつた．ただこの折を利用して，Avignonに在住するカタ7v・一一　zヤの出身者Luis　Esteva
といふ人が，カタルーニャ語をもつてする文墓，批愈蓮動に劉するイスパ＝ア政府の墜迫干渉を
訴へる文書を配布したのが，少し注目を惹いた程度であつた．
　南France各地の新聞は毎日相営大きな紙面をこの學倉の記事にあてたし，それらにはかなり
注意して目を通した．しかし，私の迂閻や怠惰もあり，またFranceへ着いて早々にこの學禽に
出，裏夜精勤したし，その後もっついて旅行に日を邊つたので，しばらくParisと疎遠になつて
ゐたために，首都褒行のB刊新聞の學1藝欄，Les　Nouvelles　Litt6rairesとかLe　Figaro　Li枕6－
raireとかいふ週刊學藝新聞に1曳れなく目を通すととをしなかつたので，それらに何とあつたか
は知らない・それに，この方の專門乃至專門に近い雑誌であるRomaniaやLe　Fran宴ais　Modeme
などの，その直後に褒行せられた號を見ても，ほとんどそれらしV・記事が見當らない．これらの雑
誌は，すべてかうした學禽につV・ては，豫音はするが，事後の報苦はあまりしないのを常とする．
France以外の國においても，との學禽の報告書が出てから，はじめて問題とするのがまつ普通
であらうし，その報告書はまだ出版せられないので，文書にあらはれた反響は廣く大きくはない
と考へられる．
　それにしても，南Franceの言語・文藝についての世界各國の研究者を一堂に集めた禽合は，
これがはじめてであつただけに，それのみでもこの學禽の意義はあつたといへる．置は，地元の
南Franceの一般の人たちは，　France各地からはもとよPl，世界各國から多くの研究者の集ま
つたのに，多分の誇りと同時に相當な驚きを感じたらしい．CarmenやColombaの作者であ
るProsper　M6rim6eがはじめてRh6ne河を下つて來たときには，イスパニアへでも着V・た
かと思つたといふ（M6rim6e：Notes　d’un　voyage　dans　le　Midi　de　la　France）Avignon
も，百二十年後の今日では，もちろんParisを中心とするFrance語，　France文藝の土地であ
るが，その土地の人は，自分だちの祖先傳來の言語とその所産とがこれだけの研究債値をもつも
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のであることを，V・ま悟らせてもらつたわけである．將來におけるProvence語，文塾蓮動の蔭
展と，それに封する民衆一般の埋解とに，これが大いに貢鰍するところはないであらうか．
　廣い意沫でのPマンス語，文藝の研究は，本年（昭和三十一年）四月にイタリアのFirenzeに
おいて，その第八回國際學禽を開くにいたつたぼどに盛である．このロマンス語旦界においての
南France語，文藝の分野といふものも，　Avignon學倉を機會としていよV・よ認識があらたに
なるであらうと思はれる．
　前にも蓮べたとほり，今度の學禽では南France近代語のgraphieの問題，その敦育の問題
は探りあげられなかつた．これは愈を｜図浦に進行させ，他の多くの問題の開陳に支障を來させな
いためには賢明であつた．しかし，同時に，この虞置がもの足りなさを感じさせたことも事實で
ある．（今一つの，provenga1等の語を用ひなV・やうにV・ふ方は守りきられす，　communications
の題名にもそれがあらはれてゐたが，別に議論の種とはならなかつたらしV・．）それと今一つ，現
代の南佛文藝につV・ての褒表のないことも遺憾であつた．なほ，これは大したことでもないが，
最絡日のArles－Camargue行には。引率者の指導と世話とが今一つ行届かなかつたのは，それ
までに主催者側が疲螢してしまつてゐたためとはいへ，今後の倉に注意を要することである．
　この學倉の第二回は，昭和三十三年秋に開かれる豫定である．場所は未定であるが，Aix－en－
Provenceになるかも知れなレ、と，闘係者から聞レ・てゐる．
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